
「桜峰小学校の松浦鎌踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 鹿児島市立桜峰小学校 

２．学年・人数 ３～６年 １７人 

３．日時・場所 

 

令和６年５月２日 ５月９日 ５月１６日 桜峰小学校体育館 

令和６年５月１９日 桜峰小学校 校庭 

 

 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

まつうら   かま  おど 

松浦 鎌 踊り 

  松浦棒踊り保存会は，郷土芸能保護団体として鹿児島市文化財課に登録し

てある。 

元来「棒踊り」と呼ばれる踊りが２つの種類あり，２人一組で踊る「棒踊

り」と，三位一体で踊る「鎌踊り」が存在した。平成年間に，三位一体とい

う特色をもつ「鎌踊り」のみを小学生に継承したものである。 

なお，元来桜島各地域に棒踊りが存在していたが，現在は松浦棒踊り保存会

が行う鎌踊りのみが存続している。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

運動会前に３回の練習を行う。地域の方の生歌と合わせて踊るため、公民

館長との連携が必要。衣装も公民館が準備。踊りは毎年変わらないように動

画に収めていたものを見ながら地域の方と協力して学習。 

本番は、運動会で地域の方々が見守る中、披露する。 

経験者である中学生もテスト期間を利用して練習をサポートしてくれた。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

 毎年参加できる人数等が違う中、６人組をユニットとして踊りが繰り広げ

られる。本年度は、児童が１７人だったため、職員に１名入ってもらい３ユ

ニットで練習・披露した。 

 歴史や由来についてしっかりと学ぶことができると、さらに深い学習とな

る。次年度以降は、地域の方に参加していただくときにそういった疑問等も

解決できるような学習としたい。 

  

 

 

 

  体育館での練習風景  運動会で披露の様子      

〔文化財伝承等の取組事例〕 


